Linux UbuntuへWindows-RDTPからアクセスする方法

竹内＠KERNEL

一般的にWINDOWS　OS同士であればリモートディスクトップ接続はあまり問題なく接続できることははっきりしている。

また、リナックス同士であれば、ssh接続がかのうである。そのためにはWin側ではputty

などのアプリがあるので、それを使って、接続することは勿論可能である。

　しかし、ここで問題としているのは、Linux　Ubuntu をWinのアプリリモートディスクトップからアクセスしてUbuntuをコントロールしようということである。

　今のところは、From　WIN　to Linux　への一方的な接続を試みることにする。

　しかし、一般的にリモートディスクトップ接続の最も一般的なものは、VNCである。

これは、フリーソフトのリモートディスクトップ接続を行うものである。

　これは、Ubuntu に標準でインストールされているもので、これが進められるかもしれない。即ち、Win７にVNCをインストールして、それを起動してUbuntuをコントロールするものである。

Ubuntu（標準のインストール済VNC）＜------WIN(win版VNC）

という接続である。しかし、この接続ではWinへの負荷が大きい気がする。またリモートディスクトップ接続は、WIN版に既に存在するわけであるから、それが使えれば、これに越したことはない。

　そこで、Ubuntuにインストールできるrdesktopをさがすと次の２つが見つかった。

　ひとつは　rdesktop1.0.7 とxrdp-0.4.2 とである。もうちょっと探せば、まだあるかもしれないが、今のところはこれを試すことにして

rdesktop1.0.7の場合

　portをうまく開いていないようなので、うまくインストールされていない。

　添付のREADMEが必ずしも親切ではないため。しかしリナックスはこの手の説明が多いので要注意。

 ./figure を動かした時に、エラーが発生した。あまりたいして気にしていなかったが、これのエラー記述は「Xwindowがない」と言うもの。もしかするとこれは、LinuxのDESKtop

にXwindowを使っているバージョンで有効なのかもしれない。と言うことは、Ubuntuが

使っているGnomeでは使えないのかもしれない。

　と言うわけで、これを進めることを諦める。もしどうしても進めると標準のGnome

使えない事になるためである。

xrdp-0.4.2 の場合

　次にこれをトライする。

3)TeamViewerの場合

　結局、上記の１）２）が時間切れになりそうであったために、TeamViewerをインストールしてみたところ、なんの問題も無く接続され、リモート操作が可能となった。しかし、

Xrdpのインストールを諦めた訳ではない。一応、安全性はチェックしたものの、どうしてもクレームがはいりがちである。リモート接続を２０年以上前から使ってきたものには、あまり気にならないが、p２pの裁判以来、接続を認めない企業が多くなった。

私が最初使っていたのは、IBM製品のリモートPC、次に使ったのがリモートデスクトップ（有料）、さらに、VNC、リモートログイン（有料）このうち一番使いがってのよかったのは有料のリモートディスクトップであった。ただし、これは値段が高く、月額５千円していた。現在のMSのリモートディスクトップは、これの無料版のような雰囲気がある。

　しかし、これら有料のソフトは企業で使われることがない。ところが、最近のTeamViewer

は使用者も多く、無償版の提供が、大胆であったため、大幅に普及したように思う。

リモートログインも無償版があるが、この場合にはファイル交換がサポートされない。これをするためには、月５千円払えということのようである。それを考えると、TeamViewerはファイル交換が出来てむしょうであるから、それだけ大胆である。しかし、スカイプなどの普及を見ていると、どうも自然な大勢のながれであるようにも見える。

